
 

 

 

 

 

それぞれの目標を胸に２学期がスタート 
長い夏休みが終わり、学校に生徒たちの元気な声が戻ってきました。９

月１日の始業式では、各学年の代表生徒が１学期を振り返るとともに、２

学期に向けた目標や決意を発表しました。 

２学期は、一年間で最も長い学期です。日々の学習はもちろん、学校行

事や部活動、生徒会活動など、一人一人が力を発揮し、仲間とともに成長

できる機会がたくさんあります。 

始業式の校長講話では、２学期を迎えるにあたり、人と比べるのではな

く、「これまでの自分」から一歩でも前へ進んでほしいということを話しました。 

大きな成果だけが成長ではありません。「昨日より少し集中して授業を受けられた」「自分から挨拶が

できた」「苦手なことにも挑戦できた」「友達のために行動できた」。そんな小さな一歩を積み重ねること

が、自分自身の成長につながります。 

各学年代表の言葉からも、それぞれの立場で「さらに成長したい」という思いが伝わってきました。 

 

１年生 「メリハリのある学年に」 

１年生代表は、２学期の目標として「メリハリのある学年にすること」を掲げました。 

１学期を振り返り、授業中に十分集中できていない場面があった

ことを課題として挙げ、「やるときはしっかりやる、楽しむときは

楽しむ」ことの大切さを語りました。また、時間やルールを守り、

周りを見て行動できるようになりたいという決意もありました。 

中学校生活にも慣れてきた１年生。次は、一人一人が自分で考え、

場面に応じて行動できる学年へと成長してほしいと思います。 

 

２年生 「現状に満足せず、さらに上へ」 

２年生代表は、１学期の成果と課題を振り返り、２学期は「現状に満足することなく、さらに上のレベル

を目指して挑戦し続ける学年にしたい」と力強く語りました。 

２学期には修学旅行などの大きな行事も控えています。学習と部活動の両立を図りながら、合唱コンクー

ルなどの行事では互いを尊重し、学年みんなで力を合わせて成功させたいという思いも示してくれました。 

これから学校の中心を担っていく２年生。一人一人の頑張りを、学年

全体の成長につなげてくれることを期待しています。 

 

３年生 「進路実現に向けて、一日一日を大切に」 

３年生代表からは、夏休みの高校見学や学習などを振り返りながら、

受験生として迎える２学期への決意が語られました。 

これから本格化する進路選択に向けて、受験生としての自覚をもち、
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志望校合格に向けて努力していきたいという強い思いとともに、学習だけでなく体調管理にも気を配り、残

された中学校生活を充実させたいという言葉がありました。 

卒業までの日々は、一日一日が大切な時間です。仲間と励まし合いながら、それぞれの目標に向かって着

実に歩んでほしいと思います。 

 

一人一人の「一歩」が、岩屋中の力に 

１年生は「メリハリ」、２年生は「さらなる挑戦」、３年生は「進路実現」。目標はそれぞれ違いますが、そ

こに共通しているのは、「今の自分から、さらに一歩前へ進もう」という思いです。うまくいかないことや思

いどおりにならないこともあるでしょう。しかし、そこで諦めるのではなく、自分にできる小さな一歩を積

み重ねてほしいと思います。そして、互いの頑張りを認め、支え合える岩屋中学校であってほしいと願って

います。 

一人一人の成長が学級の力となり、学年の力となり、そして学校全体の力になります。 

２学期も、生徒たちがそれぞれの目標に向かって挑戦し、成長していく姿を、教職員一同しっかりと支え

てまいります。 

 

部活動・文化活動でも輝く岩屋中生 

夏休みから 2学期にかけて、岩屋中学校の生徒たちは、部活動や文化活動の場でも素晴らしい活躍を

見せています。 

長崎市会長杯争奪大会では、女子バスケットボール部が日頃の練習の成果を発揮、接戦を制し、ベス

ト４。また、水泳部は新人大会において、男子総合優勝という見事な成績を収めました。一人一人の努

力が大きな成果へとつながったことを、大変うれしく思います。 

さらに、合唱部は、９月２１日ベネックス長崎ブリックホール開催される長崎平和祈念国際音楽祭に

参加します。学校の中だけでなく、多くの人々が集う舞台で歌う経験は、部員にとって貴重な学びと大

きな自信になります。 

大会の結果だけでなく、一つの目標に向かって仲間と励まし合い、努力

を積み重ねる姿そのものが、岩屋中学校の誇りです。他の競技においても

これから始まる新人大会をはじめ、それぞれの舞台で、さらに多くの生徒

が力を発揮してくれることを期待しています。 

 

 

 

 


